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安
倍
訪
ロ
が
収
め
た
成
果

2
0
1
3
年
4
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
安

倍
晋
三
首
相
は
ロ
シ
ア
を
公
式
訪
問
し
た
。

日
本
首
相
に
よ
る
ロ
シ
ア
へ
の
公
式
訪
問
は

10
年
ぶ
り
に
な
っ
た
。
7
月
の
参
議
院
選
挙

を
控
え
た
安
倍
首
相
の
訪
ロ
の
目
的
は
、
日

本
側
に
と
っ
て
最
重
要
で
あ
る
北
方
領
土
問

題
で
ロ
シ
ア
側
を
交
渉
の
場
に
戻
す
こ
と
に

あ
っ
た
。
29
日
に
安
倍
首
相
は
ク
レ
ム
リ
ン

で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
会
談
し
た
。
会
談
後

に
53
項
目
の
合
意
事
項
を
ま
と
め
た
「
共
同

声
明
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
注
目
に
値

す
る
の
は
、
平
和
条
約
と
領
土
問
題
に
関
す

る
事
項
で
あ
る
。

両
首
脳
は
両
国
間
に
「
平
和
条
約
が
締
結

さ
れ
て
い
な
い
状
態
は
異
常
で
あ
る
」
と
一

安
倍
首
相
に
よ
る
10
年
ぶ
り
の
ロ
シ
ア
公
式
訪
問
、
初
の
「
2
プ
ラ
ス

2
」
開
催
と
日
ロ
関
係
が
新
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
懸
案
の
北
方
領
土

交
渉
は
動
き
出
す
の
か
。
中
国
の
台
頭
で
地
殻
変
動
が
起
き
つ
つ
あ
る

ア
ジ
ア
情
勢
の
中
で
、
信
頼
醸
成
と
危
機
管
理
体
制
の
構
築
は
ど
こ
ま

で
進
む
の
か
。
プ
ー
チ
ン
、
安
倍
両
政
権
の
下
で
新
局
面
を
迎
え
て
い

る
日
ロ
関
係
の
今
後
を
展
望
す
る
。

日
ロ「
2
プ
ラ
ス
2
」で
読
み
誤
っ
て

は
い
け
な
い
ロ
シ
ア
の
真
意
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致
し
た
上
で
、「
平
和
条
約
交
渉
を
、
2
0

0
3
年
の
（
中
略
）
日
ロ
行
動
計
画
を
含
む

こ
れ
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
全
て
の
諸
文
書
及

び
諸
合
意
に
基
づ
い
て
進
め
る
」
こ
と
で
合

意
し
た
。
2
0
0
3
年
の
日
ロ
行
動
計
画
に

お
い
て
、「
諸
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
よ
り
平
和
条
約
を
締
結
す
る
」
と

約
束
さ
れ
て
い
る
。
諸
島
と
い
う
の
は
、
1

9
9
3
年
の
東
京
宣
言
で
交
渉
対
象
と
な
っ

た
択
捉
、
国
後
を
含
む
北
方
四
島
で
あ
る
と

解
釈
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
つ
ま
り
、
北

方
四
島
帰
属
の
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約

を
締
結
す
る
と
い
う
日
本
側
の
立
場
が
か
な

り
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
前
大
統
領
時

代
に
「
南
ク
リ
ル
（
北
方
四
島
）
に
対
す
る

主
権
は
完
全
に
合
法
的
で
、
疑
う
余
地
も
な

い
」
と
主
張
し
続
け
た
ロ
シ
ア
側
は
、
こ
れ

か
ら
の
領
土
交
渉
の
過
程
に
お
い
て
、
北
方

四
島
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
主
権
は
「
第
2
次

世
界
大
戦
の
結
果
」
で

あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
。

今
回
の
会
談
で
、
領
土

問
題
が
未
解
決
で
あ
る

と
認
め
た
ロ
シ
ア
側
は

自
ら
北
方
四
島
の
主
権

の
問
題
に
疑
問
を
投
げ

掛
け
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
対
ロ
政
策
で
日

本
外
交
が
収
め
た
見
事

な
大
成
功
だ
と
い
え
よ
う
。

ま
だ
整
わ
ぬ
「
領
土
」
解
決
の
要
件
　

2
0
1
3
年
4
月
の
会
談
で
両
首
脳
は
、

平
和
条
約
締
結
問
題
の
解
決
策
づ
く
り
の
交

渉
を
加
速
さ
せ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外

務
省
に
指
示
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
平
和
条
約
締
結
を
妨
げ
る
領
土
問
題

を
解
決
す
る
に
は
、
適
切
な
環
境
が
ま
だ
整

っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
適
切
な
環
境
を

整
え
る
た
め
に
、
両
国
に
お
け
る
安
定
し
た

政
治
基
盤
の
形
成
と
両
首
脳
間
の
信
頼
関
係

の
醸
成
、
戦
略
的
協
力
関
係
の
構
築
が
必
要

で
あ
る
。
両
国
で
安
定
し
た
政
治
基
盤
が
出

来
つ
つ
あ
る
が
、
相
互
の
信
頼
感
と
相
互
関

心
度
が
低
く
、
交
流
も
少
な
い
。
従
っ
て
、

し
ば
ら
く
の
間
、
外
務
次
官
級
で
領
土
問
題

を
よ
く
議
論
し
た
上
で
、
両
国
首
脳
に
解
決

案
を
提
案
す
る
の
が
適
切
な
手
法
だ
と
思
わ

れ
る
。

8
月
19
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
初
め
て
の
日
ロ

共同記者会見に臨む安倍晋三首相（左）とロシアのプーチン大
統領（右）〔ロシア・モスクワ、2013年 4 月29日〕
（写真／AFP＝時事）
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外
務
次
官
級
協
議
が
行
わ
れ
、
北
方
領
土
交

渉
が
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
4
時
間
半
に

わ
た
っ
た
協
議
は
、
領
土
問
題
に
4
割
の
時

間
を
割
い
た
。
北
方
四
島
の
帰
属
問
題
の
決

着
を
求
め
る
日
本
と
、
歯
舞
、
色
丹
の
2
島

引
き
渡
し
で
幕
引
き
と
し
た
い
ロ
シ
ア
側
と

の
隔
た
り
は
大
き
い
。
日
ロ
外
交
筋
に
よ
る

と
、
同
日
の
協
議
で
も
双
方
の
主
張
は
お
お

む
ね
平
行
線
を
た
ど
っ
た
。
プ
ー
チ
ン
政
権

と
は
い
え
、
保
守
派
や
支
配
エ
リ
ー
ト
か
ら

の
支
持
を
失
い
か
ね
な
い
領
土
問
題
で
の
歩

み
寄
り
は
容
易
で
は
な
く
、
日
本
側
に
は
粘

り
強
い
交
渉
が
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
上
で
、
領
土
問
題
の
よ
う
な
国
民
感

情
を
揺
さ
ぶ
る
問
題
は
、
的
確
で
慎
重
な
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
2
0

1
2
年
9
月
8
日
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
際
に
行
わ
れ
た
日

ロ
首
脳
会
談
で
両
首
脳
は
両
国
の
国
民
を
刺

激
せ
ず
「
静
か
で
建
設
的
な
環
境
の
下
で
，

双
方
に
と
り
受
入
れ
可
能
な
解
決
策
を
見
つ

け
る
」
と
合
意
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
部
の
日
本
の
政
治
家
は
ロ
シ

ア
に
対
し
て
い
ま
だ
に
従
来
の
強
硬
な
立
場

を
堅
持
し
て
い
る
た
め
、
軽
率
な
発
言
を
す

る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
2
0
1
3
年
9

月
23
日
に
山
本
一
太
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
、
科
学
技
術
政
策
、

宇
宙
政
策
）
は
、
北
方
四
島
交
流
の
枠
組
み

で
国
後
と
択
捉
を
訪
問
し
た
後
、
北
海
道
根

室
市
で
の
記
者
会
見
で
、「
領
土
返
還
を
実

現
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
決
意
を
新
た

に
し
た
」
と
発
言
し
て
い
る
。
山
本
大
臣
の

こ
の
発
言
は
ロ
シ
ア
外
務
省
に
よ
る
批
判
を

招
き
、
両
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
あ
お

る
挑
発
に
し
か
見
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
発

言
は
両
国
の
建
設
的
な
環
境
づ
く
り
に
資
し

な
い
ば
か
り
か
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た
両

国
間
の
対
話
に
害
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
11
月
7
日
に
日
本
政
府
が
北
方

領
土
に
関
す
る
広
報
動
画
の
作
成
を
見
送
る

方
針
を
取
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
事
実

な
ら
ば
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2
0
1
2
年
12
月
の
安
倍
晋
三
首
相
就
任

後
、
既
に
4
回
の
日
ロ
首
脳
会
談
が
行
わ

れ
、
領
土
交
渉
の
進
展
の
必
要
性
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
2
0
1
3
年
11
月
1
日

の
日
ロ
外
相
会
談
で
も
、
北
方
領
土
問
題
を

協
議
す
る
外
務
次
官
級
協
議
を
2
0
1
4
年

1
月
末
以
降
に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
は
中
国
や
韓
国
の
よ

う
に
新
聞
や
ロ
ビ
ー
活
動
を
通
じ
て
領
有
権

を
主
張
す
る
、
第
三
国
で
の
広
報
活
動
を
強

化
し
て
い
な
い
。
以
上
を
考
慮
し
た
上
で
、

「
静
か
で
建
設
的
な
環
境
の
下
で
」
ゆ
っ
く

り
領
土
問
題
の
進
展
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

日
本
は
中
国
を
念
頭
に
安
保
対
話

2
0
1
0
年
に
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
日

中
関
係
が
悪
化
し
て
以
来
、
日
本
の
安
全
保

障
を
確
保
す
る
た
め
に
日
本
政
府
は
日
米
同

盟
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
一
層
強
化
す
る
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方
針
を
取
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
は
、
日
本

の
尖
閣
諸
島
に
対
す
る
「
施
政
権
」
を
認
め

て
日
米
同
盟
の
適
用
範
囲
で
あ
る
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
一
方
で
、
尖
閣
諸
島
の
「
領
有

権
」
ま
で
も
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
っ

た
曖あ

い
昧ま
い
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
万
一
、
尖

閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日
中
軍
事
衝
突
が
起
こ
っ

た
場
合
、
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
米
国
は
望

ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
米
国

は
、
尖
閣
諸
島
の
問
題
を
平
和
的
手
段
で
解

決
す
る
よ
う
日
中
両
国
に
呼
び
掛
け
て
い

る
。
現
時
点
で
日
中
間
の
緊
張
は
多
少
緩
和

し
た
が
、
東
京
は
弱
腰
に
見
ら
れ
る
こ
と
を

避
け
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
北
京
も
東
京
の

断
固
た
る
姿
勢
に
屈
伏
し
た
こ
と
を
否
定
す

る
姿
勢
で
あ
る
。

「
中
国
の
台
頭
」
と
「
北
朝
鮮
の
脅
威
」

に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
は
日
米
安
全
保
障

体
制
を
強
固
な
も
の
と
す
る
ほ
か
、
防
衛
関

係
の
強
化
も
模
索
し
て
い
る
。
そ
こ
で
日
本

は
ロ
シ
ア
と
の
安
全
保
障
面
の
対
話
に
踏
み

切
っ
た
。

日
ロ
の
安
全
保
障
面
の
対
話
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
の
は
2
0
1
2
年
10
月
ご
ろ
か
ら

で
あ
る
。
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
側
近
で
閣
僚
級
の
パ
ト
ル
シ
ェ

フ
安
全
保
障
会
議
書
記
が
日
本
を
訪
れ
、
安

全
保
障
分
野
で
の
日
ロ
協
力
を
強
化
す
る
方

針
を
確
認
し
た
。
書
記
は
米
国
で
言
え
ば
国

家
安
全
保
障
担
当
の
大
統
領
補
佐
官
に
当
た

る
。
日
ロ
は
こ
れ
ま
で
外
務
、
防
衛
両
当
局

に
よ
る
安
保
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
だ
が
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
政
策
決
定
に
強
い
影
響

力
を
持
つ
安
保
会
議
と
の
関
係
が
薄
く
、
意

思
疎
通
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ

ア
の
安
保
会
議
は
大
統
領
、
首
相
の
ほ
か
、

外
相
、
国
防
相
、
対
外
情
報
局
長
官
ら
が
参

加
し
、
原
則
と
し
て
週
1
回
開
か
れ
る
。
他

省
庁
よ
り
も
強
い
権
限
を
持
つ
と
さ
れ
、
最

高
意
思
決
定
機
関
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。ま

た
、
2
0
1
3
年
4
月
の
首
脳
会
談
で

合
意
し
た
外
務
・
防
衛
担
当
閣
僚
級
協
議

「
2
プ
ラ
ス
2
」
の
枠
組
み
は
、
両
国
の
安

全
保
障
協
力
に
資
す
る
だ
ろ
う
。
日
本
に
と

っ
て
は
米
豪
に
続
く
3
カ
国
目
だ
が
非
同
盟

国
と
は
初
め
て
で
、
ま
ず
は
有
事
の
際
を
想

定
し
た
信
頼
醸
成
の
場
と
捉
え
、
情
報
交
換

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

11
月
2
日
に
日
ロ
両
政
府
は
、
両
国
初
の

「
2
プ
ラ
ス
2
」
を
東
京
で
開
い
た
。
日
本

側
か
ら
岸
田
文
雄
外
相
と
小
野
寺
五
典
防
衛

相
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
と
シ
ョ

イ
グ
国
防
相
が
出
席
し
た
。
海
上
自
衛
隊
と

ロ
シ
ア
海
軍
の
共
同
訓
練
を
従
来
の
捜
索
・

救
難
か
ら
テ
ロ
・
海
賊
対
策
に
拡
大
す
る
な

ど
、
安
全
保
障
分
野
の
協
力
を
強
め
て
い
く

こ
と
で
合
意
し
た
。
ま
た
、
海
自
と
ロ
シ
ア

海
軍
が
行
っ
て
い
る
捜
索
・
救
難
訓
練
を
拡

大
す
る
ほ
か
、
ソ
マ
リ
ア
沖
で
海
賊
対
策
に

従
事
す
る
両
国
部
隊
が
新
た
に
共
同
訓
練
を

行
う
こ
と
で
一
致
し
た
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対

策
で
新
た
な
協
議
機
関
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
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や
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
に
向
け
、
両
国
が
連

携
す
る
方
針
も
確
認
し
た
。

ロ
シ
ア
が
対
中
牽
制
に
乗
る
可
能
性
は
な
い

し
か
し
、
一
部
の
日
本
の
新
聞
や
日
ロ
関

係
の
専
門
家
の
論
説
で
は
、「
ロ
シ
ア
は
中

国
の
中
央
ア
ジ
ア
で
の
『
勢
力
拡
張
』
と
北

極
地
域
で
の
影
響
力
の
高
ま
り
を
警
戒
し
て

お
り
、
日
ロ
は
中
国
か
ら
の
防
衛
と

牽け
ん
制せ
い
に
お
い
て
盟
友
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
ま

た
、
2
0
0
7
年
に
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク

ス
が
公
表
し
た
秘
密
資
料
に
よ
る

と
、
日
本
外
務
省
内
で
は
ロ
シ
ア
を

「
対
中
牽
制
」
で
利
用
す
る
本
格
的

な
議
論
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ

う
し
た
発
想
は
事
実
で
は
な
い
ば
か

り
か
、
戦
略
的
な
読
み
誤
り
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

日
ロ
間
の
今
回
の
会
談
は
、
同
盟

国
同
士
の
会
談
と
異
な
る
。
ロ
シ
ア

が
日
本
と
こ
の
会
談
に
同
意
し
た
の
は
、
中

ロ
関
係
に
何
の
影
響
も
な
い
と
考
え
た
た
め

で
あ
る
。
ロ
シ
ア
と
中
国
は
本
当
の
戦
略
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
は
中
国
と
地
域

の
安
全
を
保
障
す
る
一
連
の
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
ロ
シ
ア
側
が
「
対
中
牽
制
」
に
乗
っ

て
く
る
可
能
性
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
日
ロ
の
安
全
保
障
協
力
は
、
両
国
の
信

頼
関
係
の
醸
成
や
地
域
的
危
機
管
理
に
資
す

る
だ
ろ
う
。

従
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

安
全
保
障
を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め

に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
対
立
す
る
の
で
は
な

く
、
多
国
間
協
議
で
打
開
策
を
探
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
国
間
協
議
は
、「
中

国
の
台
頭
」
と
「
北
朝
鮮
の
脅
威
」
の
み
な

ら
ず
、
よ
り
幅
広
い
問
題
を
協
議
し
、
解
決

す
る
常
設
機
構
に
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
機
構
で
、
地
域
レ

ベ
ル
で
の
核
不
拡
散
の
シ
ス
テ
ム
の
強
化
、

核
兵
器
の
削
減
と
制
限
、
テ
ロ
防
止
、
密

漁
、
海
賊
、
麻
薬
取
り
締
ま
り
な
ど
の
現
在

の
安
全
保
障
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
協
議
で

き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
機
構
一
つ
だ
け
で

は
、
難
し
い
問
題
も
あ
る
だ
ろ
う
。
当
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
に
は
複
数

の
機
構
が
必
要
と
さ
れ
る
。
日
米
同
盟
が
そ

の
礎
に
な
れ
ば
、
よ
り
効
果
的
な
機
構
に
成

長
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

日ロ外務・防衛担当閣僚協議（ 2プラス 2）を前に握手する（右から）
小野寺五典防衛相、岸田文雄外相、ロシアのラブロフ外相、ショイグ国
防相〔2013年11月 2 日、東京都港区の外務省飯倉公館〕（写真／時事）


